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リスの哲学者 Roy Bhaskar （1944－2014）が提唱した社会科学論である批判的実在論
（Critical Realism）を選択した根拠を示した。最後に本論文の構成を示した。 
第 2 章では、先行研究を概観した。欧米では 1990 年代以降、Human-Animal Studies（HAS）
という学際的な領域が確立されてきた。2002 年にはアメリカ社会学会の中に、Animals and 
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Society セクションが正式に認められ、社会学においても HAS はサブフィールドとして認
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本論文は、社会学における地平を、「強固な線」を超えて、少なくともコンパニオンアニ
マルまで拡張することは、十分検討に値する命題であることを、災害の緊急時や復興期に
多くの飼い主が排除された現実の社会問題との関連で指し示した初めてのもので、その意
味でも社会学の枠を押し広げることに貢献したと言えるだろう。 
最後に、本論文の限界と今後の展望について述べた。 
